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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

１、事業の概要 

 

平成２８年度から平成３０年度の３年間と令和２年度、当会は「独立行政法人福祉医療機

構 社会福祉振興助成金事業」を受け、和歌山県内において、学習支援事業を実施しました。

平成２８年～平成３０年度の３年間は和歌山県内４ヶ所の児童館（和歌山市３ヶ所）（新宮

市１ヶ所）で実施し、令和２年度は予算の都合上、３ヶ所において実施しています。 

学習意欲の有する小中学生に学校外教育を受けたくても、経済的に塾に通わせることが

難しい家庭などを対象とし、「高校に進学したい」「学力を高めたい」「学校の授業に追いつ

きたい」など様々な目標・要望に応えるべく、和歌山市では、和歌山大学の学生を中心に、

新宮市では、有志の教職員経験者の方々を中心とした学習サポートを行ってまいりました。 

また子ども社会性向上のために「マナー講座」「季節ごとのイベント」や学習支援時に「あ

いさつ」「姿勢」を中心に「学校・家庭」以外での社会との関わりにも注力しました。 

 

実施箇所の選定は、初年度より和歌山県教育委員会、和歌山市教育委員会、和歌山県子ども

会連絡協議会、和歌山県児童館連絡協議会などの団体や、研究データなどから 4 ヶ所の学

力が相対的に低く、ひとり親家庭等が相対的に多いと判断し、4 箇所に選定しました。 

 1 年のブランクの間も支援の声を求める声も多くあがっていました。継続支援により、

認知度も向上し、他地域からの実施の声も多くいただきました。 

和歌山市 

3 ヶ所（H28～30・R2） 

新宮市 

1 ヶ所（H28～H30） 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 （1）全国学力調査より分析 

 

［全国学力テスト順位］ 

区分 小学校 中学校 

科目 
国語

A 

国語

B 

算数

A 

算数

B 

国語

A 

国語

B 

数学

A 

数学

B 

平成３１年度 23位 19位 42位 26位 

平成３０年度 10位 19位 21位 18位 35位 39位 10位 34位 

平成２９年度 21位 21位 19位 12位 27位 41位 17位 17位 

平成２８年度 45位 40位 26位 30位 41位 43位 19位 26位 

※文科省データによる。 

 

 平成２８年度は小学校・中学校ともに、国語の学力順位全国平均より大幅に低く、算数・

数学も中位程度でした。平成 29年に一部改善は見られたものの、中学生の各分野では大幅

な落ち込みもみられた。 

  

（2）全国学習状況調査より分析 質問調査 

 

勉強が好きかどうかでは、小学生は全国製品を上回っているものの中学生は全国平均を

大きく下回っています。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

※和歌山県平成 31 年発表資料より 

 読書は相対し、小学平均は全国平均より低く、中学生は大幅に上回っています。 

 

 

当会独自の調べですが、和歌山県では大手塾有名塾は、市街地に集中し、山間部や沿岸部

では町の個人塾がほとんどです。更に個人塾も小学生を対象とした塾となっています。中学

生、高校生対象の塾となると、通塾に１時間程度、山間部地域になると、送迎で往復 2・3

時間程度かかる地域も多くあります。そういった理由も一因にあると考えます。 

文章読解や長文理解力が備わっていない現状があります。 

これも塾などに通えていない子どもが多く、問題の数をこなしていないことも原因の一

つと考えます。 

一昨年度和歌山県教育委員会様とのお話でも同様の見解が得られ、図書館や、本屋さんの

減少、活字の読み書きの機会が近年顕著に表れていることがうかがえます。 

 

 当会では実施個所と連携し、待ち時間などに支援員から読書の機会提供も行っています。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

他地域への普及活動 

かねてから視察に訪れて頂いている自治体にアプローチを行いました。平成 29年度より

和歌山県湯浅町で当会のシステムを取り入れた学習支援、連携団体の代表の方が取り仕切

る団体が、和歌山県北山村においても学習支援活動をスタートしました。 

当会の本年度の成果として、「2020年度」より和歌山市において同様の事業を当会が準備

段階から参加し、これまでの活動内容や行政のデータをもとに公募形式でスタートし、成果

を上げています。 

 

 事業普及も少しずつではありますが、成果が出てきています。他自治体へもアプローチを

行っていますが、行政予算化、制度化の壁がまだまだ高く感じています。しかしながら、実

際に湯浅町・北山村・和歌山市での動き出しがあるために、引き続き働きかけを続けていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス感染症対策 

緊急事態宣言、学校休校や公的機関の閉館などもありましたが、教育を止めるわけには

いきません。家庭学習の推進も行い、連携団体である子ども会連絡協議会とも協力し子ど

もたちは学習をおこないました。 

本年度は、ＷＡＭ助成事業を実施できたものの活動準備、開始段階に新型コロナウィル

ス感染症拡大のため、実施個所、連携団体の協力のもと、感染予防対策をしっかりと行い

ました。 

掲示と声かけ、実施個所とも連携し、定期消毒と換気を徹底し、実施しています。 

 

  

掲示 案内           密集を避けスペースをとって学習 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

３、事業の目的 

 

「学力の向上・社会性の向上を図り貧困連鎖を解消すること」「地域で子どもを育てるこ

と」を目的とし活動しております。 

また平成 28 年～平成 30 年の 3 年間また本年度ＷＡＭ助成を頂いたことにより引き続き

地域貢献と子どもの学習支援が可能となりました。平成 31年度は、運営資金面から未実施

となり、多方から実施を求める声をいただきました。依然塾に通わすことが出来ない家庭な

どからは、強く要望が上がってきています。 

具体的には、生活困窮世帯など経済的に困難な世帯では、家庭内の学習環境が十分ではな

いなどの問題があり高校進学率が相対的に低く、また学力が十分に身についていないため

希望する高校への進学ができなかったり、高校中退率が高い現状にあります。 

 

 

※和歌山県平成 29 年度学力調査発表資料より 

 

 

そのため将来、就労の範囲が狭まり安定した職業につけない、或いは自己の知識や精神が

成熟していないために適切な選択ができずに低所得となってしまうなど、結果的に「貧困の

世代連鎖」という事が問題となっています。 

上記統計でも、「予習・復習をする」習慣が、まだまだ進んでおりません。背景には家庭

的な背景や、貧困による部分が見え隠れしています。 

このような状況を少しでも改善すべく予習・復習の習慣を身に着けられるよう日々、各児

童館にて学習支援を行っております。 

  

保護者からは「コロナ禍の学校休校中も塾に行ける子どもとの差が心配であった」「外出も

制限されているなかで、学習面以外の活動も助かっている」「この活動の話題が、家庭での

話題になるためこのご時世には助かる」など学習面に加え、コロナ禍のことについても多く

の声を頂いています。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

 

 

 和歌山県内の要保護・準要保護児童生徒数と就学援助を受けた児童生徒数 

 

※和歌山県発表資料より 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

  

前項より、統計開始より浮き沈みはあるものの、依然和歌山県の高校進学、高校中退

は県全体として問題に上がっています。特に生活保護世帯では全国的に顕著に現れてお

ります。 

高校中退には、家庭の事業、経済的な事情が直接数値に現れており、その一因に親の

社会との関わり、本人の社会との関わりがあると判断し、本年度は子どもたちの社会性

向上に向けた取組も開始しました。 

学校や家庭以外との関わりが少ない子どもたちは、一般的な家庭の子どもが経験する

機会が圧倒的に少ないために、「マナー講座」や指導者側が意識し指導してきました。 

  

 学力向上及び、社会性の向上を図ることで、これまでは「道筋をつけること」に注力

していましたが、本年度は「将来の社会に出たときの道筋」だけではなく「選択肢をよ

り広げる」ことに注力しました。 

 

 時代の変化に伴い、「使える力」「対応できる力」が求められてきます。それらが教

育の機会の不平等により子どもたちの未来が決められてしまわないように本事業を進

めていきます。 

 

 

教育機会の平等のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT端末の活用  

本年は新型コロナウィルス感染症の拡大により社会が大きく変動しました。教育分野

では、「GIGAスクール構想」の前倒し整備も進められ、ICTを活用した遠隔授業など

も進んでいます。 

 当会、本事業では取り組めていないものの、距離の格差の解決も踏まえて、有効な

手段が今後必要になってきます。 

学校で付与される端末の有効活用も今後様々な場面で活用が必要であると考えていま

す。 

行政との連携が不可欠ですが、当会として前向きに進めていきます。 

 

  

貧困・家庭・環境・距離 

などによる教育格差の是正 

 

本人が希望する 

将来のための支援の実施 

WAM 助成事業等をきっか

けとし、一つの地域をモデ 

ル地域とし、普及に取組

む。 

システムの整備 

賛同者の増加 

ボランティアの増加 

行政予算化・制度化 

ネットワークの構築 

ノウハウの蓄積 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

事業実施における「想い・考え」「目標」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の想いや考えを念頭に、その地域毎の特性や、子ども本人・家庭が望む教育や将

来の希望が叶うように、また外的要因に左右されないように当会は活動していきます。 

 

 

 

 

  

想いと考え 活動・支援 小成果 

 

最終成果「目標」 中成果 

 
付け焼き刃の

学習ではな

く、つまづき

部分まで戻り

しっかり復習 

個別指導 

ただ単にマン

ツーマン対応

ではなく、一

人ひとりに応

じたカリキュ

ラム 

社会性を向上

させ、適応力

の向上、「使え

る力」「対応で

きる能力」を

身に着けさせ

る 

個別対応 

学習指導 

進路指導 

適正な 

教材選定 

指導者教育 

賛同者募集 

事業普及 

面談・懇談 

家庭学習強化 

マナー教育 

安心安全な 

居場所の提供 

基礎学力向上 

学習習慣定着 

学習意欲向上 

UP！ 

社会性醸造 

学習意欲向上 

KEEP！ 

将来設計の 

芽生え 

社会性向上 

気付きと安定 

社会的意義の

醸造・広まり 

 

社会的に必要 

として認知 

 

 

将来への意欲

の向上 

ぼんやり 

学習の必要性

の認知・学習

への積極的 

取り組み 

高校進学 

↓ 

高校卒業 

↓ 

進学・就職 

 

経済力の形成 

良くする 

良くなる 

という気持ち 

 

前向き意識 

の定着 

 

次世代へ継承 

地域に還元 

 

地盤の形成 

 

地域に根ざす 

システムの形成 

制度化・予算化 

＋α 時代に応じた能力の向上 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

４、実施人員体制 

 

 □学習支援コーディネーター 1名（学習塾経験者） 

  ・生徒の学力レベルの把握、個別カリキュラムの策定、カリキュラムの変更と修正、 

   学習支援に当たるスタッフの指導、育成 

 □学習支援員 10名（和歌山大学生・教職員経験者など） 

  ・生徒に対する学習支援 

 □学習支援ボランティアスタッフ 42名 登録者 

  ・生徒に対する学習支援・安心安全の見守り活動等 

 □スーパーバイザー 1名（社会福祉士・臨床心理士・児童発達支援管理責任者） 

  ・子ども・保護者・学習支援員・学習支援員のケア 

  ・特殊な学習方法が必要な場合の指導方法の相談 

 □事務スタッフ 1名 

  ・庶務  

 □事務局 2名 

  ・庶務 ・連絡調整 

  

和歌山の教育格差をなくす会【生活困窮世帯小中学生のための学習支援事業】組織図 

 

 

役員 

会長 

各実施箇所【児童館】 

学習支援コーディーネーター 

地域住民 

学習支援員 
学習支援ボランティア 

スーパーバイザー 

指示 報告 

指示 

協力(直接・側

面的サポート) 

報告・相談 

協力依頼 

相談 

専門的アドバイス 

子どもたち 

学習指導 

事務スタッフ・事務局 

各所への連絡、協力依頼等 

指示 

職員・ 

教育委員会 
相談・協力 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

５、事業実施内容 

 

（1）学力を見極め一人ひとりのカリキュラムを作成 

各実施場所では、当会が入る前まで「宿題指導」「定期テスト対策」を実施してい

ました。しかし、根本的にこれまで自宅学習が行えていなかった子どもたちにとって

は、付け焼刃的な学習となっており、学習のつまづきがあるまま、進級と繰り返して

しまっているため、学校での学習進度のみならず、これまでの学習に対して理解でき

ていない部分が多く見受けられました。 

 

それらを解決するためにまず「①学習意欲の調査」を行いました。 

この学習意欲調査では、1.指導する側が子ども達の学習意欲を確認する為 2.子ど

もたち本人が改めて自分の苦手意識や、どの部分がわかっていないかを確認する為 3.

子どもたちの状況や心境を知るために、学習支援員が会話を行い子どもと学習支援

員との距離を縮めるために実施しました。 

 

カリキュラム作成の使用ツール 

A.質問シート 

「得意」「不得意」「好き」「嫌い」「どの部分がわからない」「本事業に参加する目

標」などを書きます。指導者側からすると子どもたちの学習の悩みは一様に考えてし

ましがちになってしまいますが、「書くこと」「聞くこと」で指導者側も、子どもたち

も整理することが出来ると考えています。 

 

B.作文 

「苦手教科について」「（勉強の）頑張りたいことについて」「本事業参加すること

への意気込み」などのタイトルで「質問シート」より子どもたちはより真剣に考え、

深層心理をより深めるために実施しました。 

 

 

 

①学習意欲調査

•質問シートへの記入
（アンケート形式）

•作文（学習に対する
内容で作成）

②学力診断

•学習塾で用いる
学力診断テストを
実施

③学習スタート

•一人ひとりに合
わせた内容の学習
内容を実施
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

C.学力診断テスト 

子ども自身の戻った単元より学習を実施、「どこまで戻った学習をするか」の指標  

とするために、3学年分戻った単元より実施しました。 

 

カリキュラム作成のポイント 

 

   ・学校での学習進度にとらわれず、「分からない部分まで戻る」ことを大事にし、そ

こから一歩ずつ積み上げる学習を実施するために実施しました。 

     実際子ども自身の学年より戻った学習を実施することで、「わかる」「出来る」と

いう気持ちが「やる気」に代わるように「すらすら解ける」学年・単元まで戻った

学習を実施しました。 

 

・「子ども本人の意向を大事にしながら」、診断テストなどの学力診断ツールを用い

て、また学習意欲や意識調査のために作文を書くことにより、子どもの学力レベル

の把握し、学習を開始しました。 

家庭的に問題を抱える子どもも参加しており、保護者・子ども会事務局と相談の上、

学習の内容を決定し本人により応じた内容の学習方法を実施しました。  

 

・子どもたちの学習の直接指導に当たる指導者を、和歌山大学の学生・教職員経験保

持者等を学習支援員とし、子どもたちとの心の距離が近くなるように学習支援員

を配置しました。 

当日のモチベーション、子ども自身の学力や集中力等を加味し、当日の学習の実施

枚数を調整し実施しました。 

 

・学習カルテの利用 

 生徒情報の整理するために活用しました。 

 （住所などの基本情報や面談結果、テスト結果、アンケートや 

  作文の結果をまとめたもの） 

 

・保護者との面談 

 子どもの学力には保護者の影響が大きくあります。無関心な保護者も多い中、塾に

通いたくても通わせることが出来ない状態で本事業に参加させている保護者も多

くいました。 

  「家庭」「学校」「友達同士」「保護者の友人」など様々な悩みを抱える保護者も

いて、希望される方に対して面談の機会を設け、学習に関することだけではなく子

ども・保護者のモチベーションアップ＆キープさせるために随時行ってきました。

その内容をスタッフ間で共有し、学習支援のカリキュラムに反映させました。 

 



 

15 

 

令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

  

1日目

•①質問シートへの記入

•子どもの苦手なポイント聞き出す。「質問チェックリストを子どもに記入させ、
それに基づきつまづきのポイントを聞き出す」

•②作文

•「勉強に対する意欲」「勉強」等のテーマに基づいた作文作成

2日目

•③学力診断テスト

•実際にどの学年どの単元でつまづいているか確認

3日目

•④次の学年の診断テストを行います。

4日目

•⑤次の学年の診断テストを行います。

5日目

•⑥学習支援コーディネーターが診断した適性教材をスタート（時間
がかかっている子どもは引き続き診断テスト）

6日目

•その子どもに応じた学習教材を使用し、カリキュラム通りに進めて
いく。

以降

•月に一度程度カリキュラムの見直しが必要かどうか検討

•随時、保護者・子どもとの面談

終了が近づい
てきたら

•①「作文」で学習意欲の変化を確認

•②開始時に行う「学力診断」と同程度の問題を実施理解度の確認

•③アンケートによる効果の検証を行う。
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

（2）プリント教材の活用による指導しやすい環境づくり 

    

  学習指導を行う上で重要となるポイントの一つが学習教材です。 

学習内容を「アウトプット」するプリント学習 

個別カリキュラムに基づき、「つまづき」がある単元の学年から学習を開始し、子ど

もたちが「自ら考え」「自ら解く」ということを大事にし「使える力」を養っていきま

す。 

そのために、「河合塾グループ」「日能研関東」が共同開発した「ガウディア」という

教材を使用します。ガウディアは学習の基礎となる、「読み」「書き」「計算」を完結さ

せる教材で、小学校学習要領の 99％を網羅した教材となっております。加えて「理屈

をわからせる」ことを主眼においた教材で、算数の場合「数」の概念から理解させてい

き、「2+3＝？」の問題に達するまで 68ページ使用する教材です。 

また、子どもたちのプライドを傷付けないために「5年生の算数」の問題集の場合「算

数 S7」と表記し、今学習している学年をわかりづらくさせる工夫も取り入れられてお

り、復習に適した教材となっております。 

学習支援員目線でも、1枚ずつのプリント教材となっているため、指導員が前回の実

施日と代わった場合でも、「どこから始めればいいか？」がわかりやすくなっており、

引継ぎが行いやすい教材となっております。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

（3）特殊な指導方法が必要な子どもに対する対応 

  

   実施している中で、「何度説明しても飲み込めない」「厳しく指導してもすぐに他の参

加者の邪魔をしてしまう」「同レベルの問題でも Aの様なパターンなら解けるが Bのパ

ターンの問題に代わると解けない」など、「学習障害」と直接的に診断されている子ど

もや、あるいは診断はされていないグレーゾーン子どもも数名参加しておりました。 

   

   ・スーパーバイザーの指導の元の指導方法や、勉強のツールの相談など 

（指導方法の一例紹介は後述） 

   ・保護者との面談の実施（対応していただける方のみ） 

   ・子ども会・学校の先生との連携  

    和歌山市委託職員の方や学校の先生と話し合い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

◯多動性・不注意・衝動性（ADHD）障害 

 気味の子どもへの対応 

 今回は軽度でしたが、黒いえんぴつで書か

せると 1 分も持たずに他の子どもの邪魔を

してしまうなどの児童には、いろいろな方法

がありますが、今回はペン・えんぴつの色を

変えてみる手法で取り組んでみたところ、黒

えんぴつよりも比較的長くプリントに取り

組むことができました。 

◯高機能自閉症（や学習障害）の子どもへの

対応として、よく用いられる方法ですが、視

覚的に一度の多くの情報が目に入ると、混乱

して集中力が削がれるため、計算も視覚に 1

問ずつ入れることで、解きやすくなるという

手法を取り入れました。 

 ←左は、ハサミで切っていますが、折り目

で見えなくしたり、他の白い紙で隠したりし

て学習しています。 

 他にも字が大きくなってしまう子どもに

は「四角の枠」を書くことでその中に収める

ように記入できるようになったりと、視覚に

訴えた手法をよく取り入れました。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

不登校（不登校気味）、保護者深刻による発達障がいの子どもも通ってきています。 

 

① 保護者・本人・職員さん申告による、不登校、不登校気味の子どもも通ってきていま

す。 

 

口頭でのヒアリングや普段の様子 

  

A君 小 5女子 

 事前に児童館館長より「感情表現が苦手で、泣き出してしまうことが多い。学校も出席

率 50％程度」と伺っていました。開始後、保護者と面談を実施しましたが、「子どもとの

話し合いなどはしておらず、家庭での会話も少ない」と聞いていました。 

 継続的に学習会には参加していました。言葉数は少なかったですが、大学生の支援員と

は打ち解け徐々に会にもなじんできました。 

 学校の出席頻度は大きく変化はないようですが、学習会の際には宿題の質問をするな

ど自発的な行動も見られるようになり児童館スタッフからも喜びの声をいただきました。 

 

 

Bさん 中 2男子  

 小学校の頃の参加者で、当時は活発で友達同士のグループの真ん中にいる子どもでし

たが、思春期もありなかなか大人と打ち解けにくくなっていました。中学校 2 年生にな

り、学校の先生とうまくいかないことが続いたようで、学校をさぼりがちになっていまし

た。非行に走るタイプではないと判断していましたが、女性の支援員の指導には反抗し難

しい部分が多くありました。 

 男性支援員が指導に当たり、面談も繰り返すことで少しずつ改善が見られています。学

習に対しては後ろ向きです。 

 

 

Cさん 小 6女子 

 平成 30年度参加者のお姉ちゃんで、昨年度より学校に行きにくい期間が続いていたよ

うです。保護者の方も開始当時から相談のお電話も頂いていました。「家庭環境の問題も

あるかもしれない」ことを示唆されていたため、コーディネーターを中心に話を受けてい

ました。対応は女性指導員をつけ学習時間以外にも面談などを実施していました。 

本人からは「学校の友達とのことがきっかけ」と漏らした言葉を聞き取りました。3学

期に入り対象の友達との関係性がもとにもどり、学校に通いやすくなったと伺っていま

す。 

 児童館から保護者にその件内容を共有していただき、まだ学校に行きにくい日もある

ようですが、大きく改善が見られました。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

②保護者申告による、発達障がい・学習障がい等の子どもも通って来ています。 

 

Dくん君 小 4男子  

  平成 30年度からの参加者で多動性の発達障害（ADHD）と学習障害（LD）がある子供で

した。学校では通常学級と支援学級を教科により分けて通っているようでした。 

  症状としては、空間内に他の人がいると席をたってしまう。他の子どもの邪魔をしてし

まうことが多く見られました。視覚からの情報を制限し、問題数を 1問ずつ、壁の際の席

で学習するなどの学習を行いました。 

  保護者から「昨年の事業が未実施であったことが大変心細かった。コロナの影響もあり

相談する場所が減っている」といただいていました。 

  1年前よりも体も大きくなっていて、指導への反発も見られましたが、家庭・児童館と

連携を取りながら進めていました。 

 

Eさん 中 1男子（保護者申告による軽度の LD） 

  保護者さんが訪れ面談を実施しました。「軽度の学習障害で、桁数が多い問題、国語の

長文問題の理解力がひくい。というかほとんど理解できていない」と情報を頂いていまし

た。 

スーパーバイザーと相談、学校教員 OBの方にも相談し、学力診断などの傾向から、情

報量が多くなると目と手が止まってしまうことが多い（計算問題や分数は一定理解でき

ている） 

 コンプレックスの増大にならないように、配慮し目に入る量を減らすことを工夫しまし

た。これまで本事業でも多く取り入れた例を導入しました。 

  保護者からも「自宅での学習は難しそうであるが、この学習会には何にもいわずに向か

えている。成績は右肩上がりとはいかないが改善がみられているように感じている」とい

ただいています。 

 

小 5女子（障がいの申告はなし） 

  「勉強が嫌い。図形とか、漢字とかなんで使わなあかんの？」と指導員によく漏らして

いました。 

  学力診断テストでは、計算（分数・小数）文章題、国語の読み取りは理解度高いですが、

図形問題は、解いた形跡、漢字は「部首とつくり」が当該学年以下の部分でも正答率が非

常に低くなっていました。 

  漢字は部首それぞれの意味や形の理解と形の認知をくり返し行うこと。 

  図形は、それぞれの点・線・面を分けて考えるなど、できる範囲からの学習を実施して

います。 

  苦手意識の気持ちの問題も多くあったと思いますが、診断時に比べ同レベルの問題の

正答率は少し上がっていました。 

  

 ○不登校（不登校気味）や発達障がい・学習障がいがある子どもへの対応 

 

スーパーバイザー指導のもと、「積極的」「献身的」を心がけ対応しました。子どもの心

情として、放置されることが一番つらいこと、嫌な思い出になるので、この部分は支援員

に意識させ、本事業に臨みました。 

工夫を絶やさず、コミュニケーションを大事にして支援しました。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

（4）自学自習のきっかけづくり（学習習慣の形成） 

   

  当会では自学自習のクセ付けはスモールステップで、行ってきております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   その他の工夫： 

・子どもには学習支援の実施時間内の好きな時間に参加出来るようにしました。 

・ある程度の指導はする、無理強いをせず前向きに取り組めるように、「自分から机

に向かう事」に重点をおき指導しました。 

   ・子どものモチベーションを維持するために目標を立ててもらうなど、各教室でルー

ルつくりをしました。（次ページに掲載） 

   ・中学 3 年生に関しては、受験を控えているため、中 3 特別学習会を実施したこと

や、特に自宅でも学習ができるように指示や支援行いました。 

  

 

 

 

 

 

ステップ 3 
 
自学自習の第一歩 
【児童館での自習時間】 

★ 学習習慣の形成【５ステップ】 

ステップ 5 
 
【本当の自学自習】 

ステップ 1  
 
【定期的に参加すること】 

ステップ 2 
【児童館での学習】 

定期的に学習するという習慣づけからはじめ

ます。 

ステップ 4 
 

【宿題を出す】 

「つまづき」のある部分から始めることで、「わ

かる」「できる」という「自信（やる気）」を付

けていきます。 

今までの宿題ではダメ！わからない部分で

難しい内容は提出にすら至りません。私たち

は、つまづいている戻った部分で本人が解ける

内容の宿題を出します。 

 本事業での宿題を自習の時間に行うように

します。指導者がしっかり質問対応します。 

 徐々に宿題を増やしていきます。 

宿題に慣れてくれば、家庭でもできるように

なり、自学自習の完成形に近づいていきます。 

私たちの工夫！ スモールステップで学習習慣形成を行います。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

※児童館での学習ルール（上記箇所は「セミナー」と呼んでいました。） 

 

○ 本年度注力した部分の１つで、社会性向上のため取り組みとして、以前より利用してい

る「学習ルール」を徹底しました。 

 

★学習支援活動を実施して気づいたポイント 

小中学生の子どもたちは、言葉に敏感です。「習っていない」「聞いたこと無い」「（言

葉の）意味がわからない」など先生（学習支援員）が困るポイントの一つです。 

そこで以前より利用している「学習ルール」を活用し、日々「ルール」「マナー」「モ

ラル」という単語を活用し取組み、耳馴染みのある言葉に変えるようにしました。 

 

①ルール ：比較的学校などでも、遊びやスポーツの中で子どもたち自身も使う言葉な

ので、理解しやすい言葉でした。 

      この学習ルールを中心に指導しました。 

②マナー ：子どもたちは聞いたことがあるけど、よくわからない言葉になっていると

感じました。ポジティブな言葉として「マナーがいいとかっこいいよ！」

ネガティブな言葉として「マナーを守らないと嫌われるよ！」などケース

に応じて利用しました。 

③モラル ：小学生の子どもたちは「道徳」の方が耳馴染みのある言葉で、多様はしま

せんでしたが、なにのためのモラル？を理解し、指導者自身も改めて見直

し指導にあたりました。 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

（5）進路指導相談 

    中学 3年生は志望校進学のため、通常の受験勉強に加え、意欲が維持できるよう

これまでの経験に基づき助言や指導を行いました。中学 1・2年生に対しても早い

時期に志望校への意欲を持つようにヒアリングをし、主要科目の苦手分野の割合

を増やし指導しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※和歌山県教育委員会ページより 

 ★ポイント 

志望校の学校説明会参加を促し、意欲を高めさせました。 

  通学経路などを確認すること、外観や雰囲気を知ることで、意欲が高まります。通学す

る中学校からの啓発もありますが、当会では念押しの意味も踏まえ、児童館と連携して参

加を促しました。 

  また、子どもの学習（進路や成績）に関心の低い保護者には、少しずつ理解を深めるた

めに、直接あるいは児童館職員を通じて日々の状況を共有し、進路に向けての意識改善を

おこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供 

「きっかけ」 
 

面談・懇談 

「意識付け」 

学習・アドバイス 

「モチベーション UP」 

面談・検討・改善 

「モチベーション KEEP」 

 

① 

② 

④ 

③ 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 （6）他都市、他地域への普及活動の実施 

  

開始から 5年経過し、他事業も他自治体の方も、学習支援活動について問い合わせも頂い

ています。和歌山県内では問題意識は高いが、予算がハードルになっています。 

本事業の特徴や特性を理解はしていただいていますが、特に実施にあたっての教材や「つ

まづきのある部分まで戻る」学習方法や進め方など、個別最適化に向けた取り組みなどをご

紹介しています。 

また、社会性向上のためのイベントや取組も紹介し、高い関心を持って頂きました。 

 

★他自治体への普及 事例 

①和歌山県湯浅町 

平成 29年度より、和歌山県湯浅町において今回の助成金とは別に、湯浅町として学習支

援を始める事ができました。当会のノウハウの提供・学習方法を取り入れ湯浅町内 2箇所で

の学習支援事業を実施しております。 

夏休み前より実施開始し 1学年 10名募集し 3月現在 43名登録されています。 

 

実施箇所 湯浅町立図書館 

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅１９８２ 

  毎週水・金曜日 16：30～18：30 

  （9月より 1箇所に集約されました。） 
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令和 2 年度社会福祉振興助成金事業「生活貧困世帯小中学生のための学習支援事業」 

 

 当会は学習システムを提供し、学習支

援にあたるスタッフは町内の退職教職員

の方々や地域ボランティアの方や、近隣

の高校にも協力依頼をかけ学習支援に参

加する子どもと年齢の近い高校生も指導

に入っています。 

 高校生も教職員の先生方に教えてもら

いながら月に数回ボランティアとして参

加しています。 

聞き取りによると、 

「将来学校の先生になりたいから、今

のうちから勉強したい。」と指導のする

高校生側にもメリットのある事業とな

っています。 

   

 

退職教員の方 高校生ボランティア 

9名 5名（不定期参加） 

 

 ★保護者説明会を実施しました。塾に行かせら

れない家庭を中心に参加され、復習の

意味、将来に向けての説明を行いまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

現在も、システムの改善などボランティア募集など、教育委員会を中心に連携をとり、

継続に向けた支援を続けています。 

 

形態は別になりますが、中学生対象の ICTを活用した学習支援事業も新たにスタート

しました。 
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②和歌山市（県庁所在地） 

 2017 年度から実施する本事業をモデルとして、2020 年度より「和歌山市子どもの

学習・生活支援事業業務」という形で、同様の事業を開始しました。中高生を対象と

しているため、多少形態は違いますが同様の事業となっています。 

 現在は 1 か所で対象者も少なくなっていますが、3～5 年計画で対象者を増やした

事業としていく見込みとされています。 

 

③和歌山県北山村（和歌山市から車で 3 時間・新宮市（最寄り駅）から車で 1 時間） 

 2018年度より当会の実施とは異なりますが、連携団体（新宮市ボランティア団体）

の代表を務める方が、小中学生を対象として、学習支援事業を行っています。当会と

ほぼ同じシステムで実施している事業となっていて、距離による教育格差是正のため

に新宮市、新宮市近辺の元学校教員の方が週 2回子どもたちの学習をサポートしてい

ます。 

 また、本年度当会が実施した子ども向け「マナー講座」に関心を持っていただき、

2019年 7月に実施が決定しています。 

 この北山村での学習支援、マナー講座が、急激な過疎化、超高齢化社会が進む地域

でのモデル事業となるように当会もサポートしていきます。 
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前項の普及とは、少し外れますが、このノウハウを活用して当会会長の角野が代表取

締役を務める株式会社ＫＥＧキャリア・アカデミーでは、平成２９年度より大阪市西淀

川区にて中学生を対象に学習支援事業を受託し、運営しています。 

 

※平成３０年度は西淀川区に加え、旭区、鶴見区、大正区、此花区、都島区、計６区

で学習支援事業を実施しております。生徒数は西淀川区（60 名）、旭区（80 名）、鶴見

区（60名）、大正区（30名）、此花区（30名）、都島区（150名）です。 

 

 ※西淀川と此花区の生徒募集チラシ 

 

上記の様に大規模都市圏では行政資金も潤沢で、子どもの教育に当てられる資金が大

きくあります。しかし、和歌山の様な地方都市、更に和歌山県南部は全体的に過疎が進

み超高齢化地域、超高齢化社会となっており、子どもの教育に当てられる資金が少なく

企業も少ないため、教育格差が深刻化していると感じています。 

 現在でも学校の統廃合が進み、貧困に加え、学校外教育を受けられる機会の距離の壁

が深刻化しており、塾まで送迎で片道 1 時間以上といった大きな格差となっておりま

す。 

  

 当会にはそういった、問い合わせも増えていて、次年度に向けある自治体では公的施

設で塾の開講に向けた取り組みの相談も受けております。 

 当会は、さらに県内の教育格差の是正に向けて支援活動を実施していきます。 
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6.令和 2年度 WAM事業実施結果 

 

  参加登録者数：以下の通り 

小学 1・2年生 10名 

小学 3・4年生 25名 

小学 5・6年生 17名 

小学生計 52名 

中学 1年生 11名 

中学 2年生 6名 

中学 3年生 8名 

中学生計 25名 

                

（1）中学 3年生の進学状況  

  事業実施３ヶ所で 8名が学習支援に参加し下記高等学校に進学いたしました。 

和歌山県立和歌山商業高等学校 １名 

和歌山県立和歌山北高等学校 ２名 

和歌山県立和歌山東高等学校 １名 

和歌山市立和歌山高等学校 ３名 

和歌山県立星林高校 １名 

 

（2）学力診断テスト  

  □学習支援開始時の学力診断テストは学習のつまづきを見極めるために実施。 

  ■学習支援終了前の学力診断テストはつまづきのある単元が解けるようになってい

るか確認するための実施。 

 

  □開始時の学力診断テスト参加者 小学生 52名  中学生 25名計 77名 

     

結果：3学年分学習学年を下げた単元から躓いている子ども  約 5％ 

      2学年分学習学年を下げた単元から躓いている子ども  約 15％ 

      1学年分学習学年を下げた単元から躓いている子ども  約 80％ 

 

※診断テストに基づき、つまづきのある学年から学習開始。 

      学年通りの学習開始   9名（診断テスト未実施子ども含む） 
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■学習支援終了時：診断テスト実施 小学生 47名  中学生 25名実施 計 72名 

   

結果：つまずきの見つかった単元までの学力が取り戻せた子ども 

          89％（診断テストが実施出来た子どものみ） 

             

（・開始時の診断テストの未実施は、小学校 1 年生 2 年生は学年の単元より学習を

開始したため。また、極端に学力診断テストを嫌がった子どもには実施しており

ません。 

・終了時の診断テストの未実施は、欠席のため実施出来ておりません。） 

 

（3）意識調査（作文・ヒアリング） 

   

 作文 

□開始時：作文 35 枚回収（小学 1 年生（2 年生一部）は文章が書けなかったため

未実施） 

    ■終了時：作文 27名分回収（欠席が多い生徒については診断テストを優先。） 

     

□開始時：「頑張りたい。」「勉強が嫌いなので好きになりたい」 

「テストの点数を上げたい。」 

 

昨年から参加している子どもは「頑張って毎回来たい」といった内容

が多くありました。 

 

 

    ■終了時：「来年も続けてほしい」「マナー講座が楽しかった。」 

「高校に進学できてよかった。」「」 

などの前向きな気持や、これからも頑張りたい意欲そして子ども自身

の達成感が感じられました。 

 

  

 

 

以下作文原文 
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（4）ヒアリング 

    □開始時：「勉強だけだと来ない」「コロナで進学不安」「勉強なんか意味あるの？」 

「学習会が復活してよかった」などの意見が多かったです。 

■終了前：「コロナで少なかったけどよかった」「またこの学習会来たい」 

その中でも「引き続き参加したい」という意見が多くありました。 

 

（5）アンケート結果 

   ①参加した子ども：77名中 53名回答 （回答率 68％） 

    実施項目：  

実施項目 これまで解けなかった問題が解けるようになったか。 

勉強することが以前よりも楽しくなったか。 

学校の勉強がわかりやすくなった。 

勉強会にまた参加したい。 

質問がしやすく楽しく勉強ができた。 

自学自習をしたい。 

平均値 とても満足 60％ 満足 30％ やや不満 7% 不満 3％ 

 

②学習支援員：登録者名のうち 22名回答 （回答率 42％）ボランティア含む 

実施項目 子どもからの学習内容について質問が増えたか。 

家や家族の事を話してくれるようになった。 

子どもの学習意欲が見られた。 

子どもとの距離は近づいたか。 

子どもとの信頼関係が気づけているか。 

子どもへの関わり方が変わった。（記入式） 

子どもから学んだことはなにか。（記入式） 

平均値 とても満足 86％ 満足 14％ やや不満 0% 不満 0％ 

記入式一例文：●コロナ禍に子どもたちへの学習面サポートは不安もあり、 

大変な部分も多くありましたが、元気な子どもたちと一緒に勉

強できてよかったです。 

       ●大学生活の貴重な経験になりました。将来に活かしていきた

いです。 

       ●今年は物理的な距離が取れない分、大変な部分もありました

が、子どもたちはいつもニコニコ楽しそうに来てくれました。 

       活動が続く限り参加させていただきたいです。 
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  継続的に実施する場合は是非参加したいです。 

 B. 子どもたちの勉強・学習についてすごく不安がありました。新型コロナウィルスの

件もあり、感染予防や意味のある学習についていろいろ相談させていただきました。 

   頭の中で無理だと思っていても、実際にやってみるとすぐにできて、子どもたちも

最初は難しく考えていても毎回になると自然にできること、ルール化すると子ども

たち同士で率先して実施してくれることに気が付きました。 

   思春期、反抗期で難しい子どもたちも、回を重ねるごとに自分もそのころの気持ち

になれたことがすごく楽しかったです。 

   いい先生になれたかどうかはわかりませんが、将来的にもすごくいい経験になっ

たと感じています。 

 

 

 C. 「いつも通り」が通用しないことが多くありました。それでも子どもたちは勉強に

きているので、私もしっかり対応しなくちゃいけないという気持ちが強くなりまし

た。 事務局さんもコーディネーターの先生も対応や方策についてしっかり考えてい

ただき、すごく勉強になりました。 

   様々な部分でご迷惑をおかけしたかもしれませんが、ぜひ次回もある場合は参加

したいです。 

 

 

8. 見えてきた課題 

（継続的かつ増大しています。） 

   

  活動を行う中で増えていく課題と、教育に回らない予算。が最大の課題となってい

ます。 

特に 

  ①過疎化による需要の拡大と予算不足 

和歌山県などの地方では、県庁所在地でも人口の社会減、自然減に加えて、高

齢化が顕著です。となると高齢者福祉に予算が回り、負のスパイラルになってい

ます。 

いたるところで商業が衰退し、塾の数も減っています。経済的な理由に加えて、

距離の壁が大きくなっています。 

子ども優遇策ではなく、最低限の予算で学習の機会や権利を与えることが必要

だと考えます。 

 

 

  ②需要の多様化と求められ質の向上 

    当会でも平成 28 年度より開始時は、各家庭や実施地域から無償であることを

感謝されてきました。しかしながら、徐々に実施内容についての追加の要望も増
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えてきました。今でも無償であることは感謝されていますが、学習のニーズも増

えてきています。時間や回数を増やすことや、極端な例では、「無償で家庭教師

をしてくれないか」との要望もありました。週 2 回の実施であるため、国・算

（数）・英を基本としていますが、理科・社会の要望も年々増加傾向です。対応

できる範囲はノウハウの蓄積となっています。この事例も活かして他の自治体

への広報活動も進めています。 

    また、外国人家庭も増えてきており、日本語がままならい保護者の子どもも多

くいると声をいただきます。ボランティアだけでは限界も近くなっています。 

 

  ③小学生の学習 

    学習のつまづきは、「早い学年から」「早い段階から」解消していくことが重要

です。しかしながら、家庭での学習習慣がない子どもは、家庭学習が出来ている

子どもに比べて圧倒的に学習量が足りていません。基礎学力がない（九九や読み

書き苦手、出来ない）と学年が進めば進むほど「学校では補いきれない」ように

なってきます。現状でも、「大学で、高校の内容がわかっていない」「高校で、中

学の内容がわかっていない」「中学で、小学校の内容がわかっていない」と連鎖

となっており、各セクターでつまづきを解消できないまま、社会に出ているとメ

ディアなどでも取り上げられています。 

しかしながら、小学生の時に学習支援が必要であるが、小学生は広域移動でき

ないため、地域での学習支援活動が必須となっています。それが公共では、児童

館であり、民間ではボランティア団体が行っていましたが、学習支援のノウハウ

の蓄積が難しく、付け焼刃的になりがちとなっています。また担い手も学習支援

への理解が課題となっています。この事業をモデル事業として、まずは近隣から

広めていく必要があると感じます。 

 

 

 

 

 

9.令和 3年度以降の展望 

 

 平成 28年度より受けてきた WAM助成で、本事業が和歌山県内でも認知され必要性を求

められることが多く、問い合わせも増えてきています。実際にはすぐに解決できる方法

はないと考えていますが、将来に向け解決に向けた活動が必要であることも確かです。 

子どもの貧困は将来的な経済損失に繋がります。それがまた、経済的な格差が生まれる

負のスパイラルとなっています。当会の活動も徐々に認知され、少しずつではあります

が、新たな活動として子どもの教育を守る活動となって来ています。 

  引き続きの WAM 助成事業としての継続は難しいものの、当会のシステムとノウハウ

は続けていき、継承していきたいと考えています。子どもの貧困、教育格差は是正すべ
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きです。行政、民間それぞれが知恵を出し合い、将来を担う子どもたちに教育を施し、

和歌山モデルとしていきたいと考えます。 

   

  今後は公共の施設を教育のために有効活用、地域の人材の有効活用していくべきと

も広めていきたいと思います。できるだけ早い学年からしっかり学習習慣を身に着け

させることと、またシステムを各地域に広めていけるようにしていきたいと思います。 

 

10.ご協力頂いた方々 

 

・和歌山県子ども会連絡協議会様 

・児童館連絡協議会様 

・新宮市社会福祉協議会様 

・和歌山大学：足立研究室様 

谷口研究室様 

金川研究室様 

・和歌山大学キャリアセンター様 

・和歌山県教育委員会様 

・和歌山市教育委員会様 

・新宮市教育委員会様 

 ・湯浅町教育委員会様 

 

11.会長より 

 

  皆様、昨年度に引き続き本年度は多大なるご協力を賜りまして誠に感謝しておりま

す。私、そして「和歌山の教育格差をなくす会」は和歌山県の学力向上を目指し、教育

格差、貧困の世代連鎖の是正を目標としています。 

  近年では、子どもの教育について様々なことが取り上げられています。しかしながら、

まだまだ実行に移している地域は一部です。今の子どもが将来の経済活動を支えてい

きます。今できることはいましておくべきだと考えており、当会のシステム普及・向上

はもちろん、行政制度化・予算化も並行して推し進めていきます。ご賛同いただける皆

様にもしっかりと伝えていきたいと思います。 

これからもご迷惑やご無理を申し上げることもございます。当会員一同ますます精

進してまいりますので、どうぞ今後ともよろしくお願い申し上げます。 

                

                        和歌山の教育格差をなくす会 

                        会長  角野 寛典 

  


